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ま え が き 

 
本使用指針は、産業動物の診療に携わる獣医師が抗菌性物質を使用する際に必要となる基本

的事項を詳しく解説するとともに、各種疾病に対して抗菌性物質を応用する場合の使用法の基

準等を示すことにより、抗菌性物質の有効かつ適切な使用を図り、もって適正な病傷給付を確

保することを目的としているものである。 

 昭和４７年に「家畜共済における抗生物質の使用基準」として定めて以来、平成３年には抗

生物質のみでなく、合成抗菌剤も記述内容に加え、「家畜共済における抗菌性物質の使用指針」

として全面改定を行うなど、最新の知見が反映されるよう数次にわたる見直しを行ってきたと

ころである。 

 今回の改定では、前回（平成１３年）改定時と同様に最新の抗菌性物質の開発状況を踏まえ

るとともに、食品衛生法の改正により平成１８年に新たに導入されたポジティブリスト制に伴

う休薬期間の変更などの動きに対応して、内容の全面的な見直しを行った。また、抗菌性物質

の体内動態等の薬力学、薬剤耐性、薬剤感受性試験の記述について、図表、写真を多く掲載す

ることによって、一層の利便性の向上にも配慮したところである。 

第１章から第４章においては、総論として、抗菌性物質の特性、抗菌性物質療法の実施上の

留意事項を具体的に示すとともに、臨床上特に重要である薬剤耐性、薬剤感受性試験について

詳述した。第５章、第６章においては、各論として、各抗菌性物質の系統ごとの共通的特性と

しての抗菌作用、生体内動態、副作用等を示し、主要な抗菌性物質ごとにその内容、家畜ごと

の臨床現場における実際の症例に対する具体的な対応として抗菌性物質の標準的使用法につい

て記述した。 

 なお、本使用指針では、その目的から家畜共済の病傷事故で用いられる抗菌性物質を記述の

対象とするものであるが、一部現在給付の対象外の抗菌性物質（製剤）及び承認されていない

用法についても記述している。これは、 

（１）基礎的な解説に当たっては、抗菌性物質を全体的に記述する必要があること 

（２）新たに製剤が開発される都度、本使用指針を改定することは困難であること 

（３）抗菌性物質は治療のみでなく予防目的でも使用されるが、これらに関する知見は治療と

も関連があり、重要であること 

（４）実際に臨床現場で使用される抗菌性物質は、種々の理由によって給付の対象外のものが

用いられることもあり得ること 

等の理由によるものであり、本使用指針に記載されている抗菌性物質であっても、「家畜共済

の病傷事故給付基準」において給付の制限規定があるものや、予防の目的で使用されたもの及

び薬価基準表に不収載の製剤については、給付の対象とならないものがあることに注意された

い。 

 本使用指針が、抗菌性物質適応症の治療に際して十分に活用され、抗菌性物質の有効かつ適

切な使用と給付の適正化に資することを期待する次第である。 

 最後に、昨今、食の安心・安全に対する国民の関心が高まっているところであり、家畜共済

の対象となる牛、馬、豚をはじめとした家畜から生産される乳肉等の畜産物中の抗菌性物質の

残留には特に留意しなければならない。 



 

改めて食の安心・安全に対する大きな役割、かつ責任を有する産業動物の診療に携わる獣医

師は、各抗菌性物質ごとに定められた用法・用量や、食用として出荷するまでに使用してはな

らないこととして定められた使用禁止期間が、食品中への抗菌性物質の残留を考慮して定めら

れたものであることを常に意識し、抗菌性物質を使った診療を実施するに当たっては、使用基

準を遵守するとともに、使用禁止期間中は食肉として出荷されないよう十分配慮し、常に食の

安心・安全に、万全を期すこととされたい。 
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         主な動物用抗菌性物質の系統別品目・略語一覧表

抗生物質
(ペニシリン系抗生物質）

アスポキシシリン Aspoxicillin ASPC
アモキシシリン Amoxicillin AMPC
アンピシリン Ampicillin ABPC
クロキサシリン Cloxacillin CX(MCIPC)
ジクロキサシリン Dicloxacillin DCX(MDIPC)
ナフシリン Nafcillin NFPC
ベンジルペニシリン Benzylpenicillin PCG
メシリナム Mecillinam MPC

（セフェム系抗生物質）
セファゾリン　 Cefazolin CEZ
セファピリン Cephapirin CEPR
セファロニウム Cephalonium CEL
セファロリジン Cephaloridine CER
セフキノム Cefquinome CQN
セフチオフル Ceftiofur CTF
セフロキシム Cefuroxime CXM

（アミノグリコシド系抗生物質）
アプラマイシン Apramycin APM
カナマイシン Kanamycin KM
ゲンタマイシン Gentamicin GM
ジヒドロストレプトマイシン Dihydrostreptomycin DSM
ストレプトマイシン Streptomycin SM
スペクチノマイシン Spectinomycin SPCM(SPCT)
フラジオマイシン Fradiomycin FRM(FM)

（マクロライド系及び類系抗生物質）
酒石酸酢酸イソ吉草酸タイロシン Acetylisovaleryltylosin AIV-TS
エリスロマイシン Erythromycin EM
キタサマイシン Kitasamycin KT(LM)
ジョサマイシン Josamycin JM
タイロシン Tylosin TS
チルミコシン Tilmicosin TMS
ミロサマイシン Mirosamicin MRM
リンコマイシン Lincomycin LCM

（テトラサイクリン系抗生物質）
オキシテトラサイクリン Oxytetracycline OTC
クロルテトラサイクリン Chlortetracycline CTC
テトラサイクリン Tetracycline TC
ドキシサイクリン Doxycycline DOXY
ミノサイクリン Minocycline MINO  
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（その他の抗生物質）
　（ペプチド系抗生物質）

コリスチン Colistin CL

　（その他の抗細菌性抗生物質）
ビコザマイシン Bicozamycin BCM(BCZ)
ホスホマイシン Fosfomycin FOM
チアムリン Tiamulin TML
バルネムリン Valnemulin VML

　（その他の抗真菌性抗生物質）
ナナフロシン Nanafrocin NNF

合成抗菌剤
（サルファ剤）

スルファクロルピリダジン Sulfachlorpyridazine SCPD
スルファジメトキシン Sulfadimethoxine SDMX
スルファメトキサゾール Sulfamethoxazole SMX
スルファモイルダプソン Sulfamoildapsone SMD
スルファモノメトキシン Sulfamonomethoxine SMMX

（ピリミジン系）
オルメトプリム Ormetoprim OMP
トリメトプリム Trimethoprim TMP

（キノロン系）
オキソリン酸 Oxolinic acid OXA(OA)
ナリジクス酸 Nalidixic acid NA

（フロオロキノロン系）
エンロフロキサシン Enrofloxacin ERFX
オフロキサシン Ofloxacin OFLX
オルビフロキサシン Orbifloxacin OBFX
ジフロキサシン Difloxacin DFLX
ダノフロキサシン Danofloxacin DNFX
ノルフロキサシン Norfloxacin NFLX

（その他の合成抗菌剤）
チアンフェニコール Thiamphenicol TP
フロルフェニコール Florfenicol FFC(FF)
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主な動物用抗菌性物質の品目・略語一覧表（アルファベット順）

抗生物質
アンピシリン Ampicillin ABPC
酒石酸酢酸イソ吉草酸タイロシン Acetylisovaleryltylosin AIV-TS
アモキシシリン Amoxicillin AMPC
アプラマイシン Apramycin APM
アスポキシシリン Aspoxicillin ASPC
ビコザマイシン Bicozamycin BCM(BCZ)
セファロニウム Cephalonium CEL
セファピリン Cephapirin CEPR
セファロリジン Cephaloridine CER
セファゾリン　 Cefazolin CEZ
コリスチン Colistin CL
セフキノム Cefquinome CQN
クロルテトラサイクリン Chlortetracycline CTC
セフチオフル Ceftiofur CTF
クロキサシリン Cloxacillin CX(MCIPC)
セフロキシム Cefuroxime CXM
ジクロキサシリン Dicloxacillin DCX(MDIPC)
ドキシサイクリン Doxycycline DOXY
ジヒドロストレプトマイシン Dihydrostreptomycin DSM
エリスロマイシン Erythromycin EM
ホスホマイシン Fosfomycin FOM
フラジオマイシン Fradiomycin FRM(FM)
ゲンタマイシン Gentamicin GM
ジョサマイシン Josamycin JM
カナマイシン Kanamycin KM
キタサマイシン Kitasamycin KT(LM)
リンコマイシン Lincomycin LCM
メシリナム Mecillinam MPC
ミロサマイシン Mirosamicin MRM
ミノサイクリン Minocycline MINO
ナフシリン Nafcillin NFPC
ナナフロシン Nanafrocin NNF
オキシテトラサイクリン Oxytetracycline OTC
ベンジルペニシリン Benzylpenicillin PCG
ストレプトマイシン Streptomycin SM
スペクチノマイシン Spectinomycin SPCM(SPCT)
テトラサイクリン Tetracycline TC
チアムリン Tiamulin TML
チルミコシン Tilmicosin TMS
タイロシン Tylosin TS
バルネムリン Valnemulin VML
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合成抗菌剤
エンロフロキサシン ERFX Enrofloxacin
オキソリン酸 OＸA(OA) Oxolinic acid
オルビフロキサシン OBFX Orbifloxacin
オルメトプリム OMP Ormetoprim
オフロキサシン OFLX Ofloxacin
ジフロキサシン DFLX Difloxacin
スルファクロルピリダジン SCPD Sulfachlorpyridazine
スルファジメトキシン SDMX Sulfadimethoxine
スルファモイルダプソン SMD Sulfamoildapsone
スルファモノメトキシン SMMX Sulfamonomethoxine
スルファメトキサゾール SMX Sulfamethoxazole
ダノフロキサシン DNFX Danofloxacin
チアンフェニコール TP Thiamphenicol
トリメトプリム TMP Trimethoprim
ナリジクス酸 NA Nalidixic acid
ノルフロキサシン NFLX Norfloxacin
フロルフェニコール FFＣ(FF) Florfenicol  
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主な動物用抗菌性物質の品目・略語一覧表（五十音順）

抗生物質
アスポキシシリン ASPC Aspoxicillin
アプラマイシン APM Apramycin
アモキシシリン AMPC Amoxicillin
アンピシリン ABPC Ampicillin
エリスロマイシン EM Erythromycin
オキシテトラサイクリン OTC Oxytetracycline
カナマイシン KM Kanamycin
キタサマイシン KT(LM) Kitasamycin
クロキサシリン CX(MCIPC) Cloxacillin
クロルテトラサイクリン CTC Chlortetracycline
ゲンタマイシン GM Gentamicin
コリスチン CL Colistin
ジクロキサシリン DCX(MDIPC) Dicloxacillin
ジヒドロストレプトマイシン DSM Dihydrostreptomycin
酒石酸酢酸イソ吉草酸タイロシン AIV-TS Acetylisovaleryltylosin
ジョサマイシン JM Josamycin
ストレプトマイシン SM Streptomycin
スペクチノマイシン SPCM(SPCT) Spectinomycin
セファゾリン　 CEZ Cefazolin
セファピリン CEPR Cephapirin
セファロニウム CEL Cephalonium
セファロリジン CER Cephaloridine
セフキノム CQN Cefquinome
セフチオフル CTF Ceftiofur
セフロキシム CXM Cefuroxime
タイロシン TS Tylosin
チアムリン TML Tiamulin
チルミコシン TMS Tilmicosin
テトラサイクリン TC Tetracycline
ドキシサイクリン DOXY Doxycycline
ナフシリン NFPC Nafcillin
ナナフロシン NNF Nanafrocin
バルネムリン VML Valnemulin
ビコザマイシン BCM(BCZ) Bicozamycin
フラジオマイシン FRM(FM) Fradiomycin
ベンジルペニシリン PCG Benzylpenicillin
ホスホマイシン FOM Fosfomycin
ミノサイクリン MINO Minocycline
ミロサマイシン MRM Mirosamicin
メシリナム MPC Mecillinam
リンコマイシン LCM Lincomycin  
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合成抗菌剤
ジフロキサシン Difloxacin DFLX
ダノフロキサシン Danofloxacin DNFX
エンロフロキサシン Enrofloxacin ERFX
フロルフェニコール Florfenicol FFＣ(FF)
ナリジクス酸 Nalidixic acid NA
ノルフロキサシン Norfloxacin NFLX
オキソリン酸 Oxolinic acid OＸA(OA)
オルビフロキサシン Orbifloxacin OBFX
オフロキサシン Ofloxacin OFLX
オルメトプリム Ormetoprim OMP
スルファクロルピリダジン Sulfachlorpyridazine SCPD
スルファジメトキシン Sulfadimethoxine SDMX
スルファモイルダプソン Sulfamoildapsone SMD
スルファモノメトキシン Sulfamonomethoxine SMMX
スルファメトキサゾール Sulfamethoxazole SMX
トリメトプリム Trimethoprim TMP
チアンフェニコール Thiamphenicol TP

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


